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Education THE CURRICULUM IN ACTION）
『オリンピズム─体育における態度と価値観─
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Ⅲ． 日本のオリンピック教育推進への示唆（まと
めに代えて）
ニュージーランドの「スポーツ学習」の特徴は、
以下の４点にまとめることができる。
１）「スポーツ学習」の理念としてのオリンピズム
スポーツ学習の土台となる理念がオリンピズム
に置かれている。このことは、オリンピックに対
する理解とも深くかかわっている。オリンピック
大会を高いレベルの国際競技大会として捉えるだ
けでなく、スポーツを通じた教育的・文化的思想
であるオリンピズム（オリンピックの理念）の存
在を認識し、その理念が目指すべき方向性を示す
オリンピック・ムーブメントの延長線上にある大
会として、理解されていることに注目しなければ
ならない。それによって、オリンピズムが学校に
おけるスポーツ学習の中心的な理念となりうるか
らである。
２）態度と価値観を育てる教育
知識や運動技能の習得以外に、態度と価値観を
育てることを保健体育の目標の一つの柱としてい
る点が注目される。態度と価値観の内容は、スポ
ーツの多様な価値と可能性によって導き出され、
その方向性はオリンピズムに合致している。
３）個人から他者、コミュニティへの視野の広がり
スポーツ学習の目的が個人の身体能力の発達に
置かれるのは理解しやすいが、自己の向上のみな
らず、他者理解、自己と他者との良好な関係構築、
コミュニティや社会におけるかかわり・貢献にま
で意識を広げて学習させていることは重要であ
る。ニュージーランドが原住民マオリ族と白人と
の二文化社会であり、教育においても異文化理解
にとりわけ力を注いできたということも、その背
景として影響しているのかもしれない。少子化、
